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令和5年度を迎えて

平素より、当会の事業活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
4月に入り、めっきり暖かくなりました。会員の皆様におかれましても年

度替わりで慌ただしい毎日を過ごされているのではないかと推察しておりま
す。

令和5年度の幕開けも、新型コロナウイルスは依然社会生活に影響を与え
ておりますが、ゴールデンウィーク明けからの5類移行など、徐々に対応が
変化してきております。当会事業活動も少しずつ対面での開催や現地開催と
オンデマンドを併用したハイブリッド開催を催すようになっております。オ
ンデマンドやライブ配信など、開催方法が多様化したなか、またそれぞれの
課題も見えてきております。長期にわたるオンデマンド開催は、人と人との
繋がりを少し希薄にしてしまったようにも感じておりますことから、今後は
各開催方法の良い面を最大限に活用しつつ、事業を進めて行きたいと考えて
おります。令和5年度はそのための重要な年になると考えております。

一方、良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進する観点
から、医療関係職種のタスク・シフト／シェアが推進されております。臨床
検査技師についてもタスク・シフト／シェアでは10項目の法改正が施行さ
れ、厚生労働大臣指定講習会を県内でも開催しているところであり、本講習
会は令和5年度も引き続き開催してまいります。タスク・シフト／シェアの
厚生労働大臣指定講習会は我々臨床検査技師が所有する技師免許の一部を為
すものでありますので、是非とも受講をお願い致します。更には、臨床検査
技師学校養成所指定規則の一部改正などから、臨地実習指導者の育成にも尽
力してまいります。

最後になりますが、令和6年度（2024年度）には日臨技中部圏支部医学検
査学会を愛知県が担当して開催することになります。愛知県の会員のみなら
ず中部圏支部の会員の皆様にとって有意義な学会を開催しなければなりませ
ん。今年度はそのための準備の年にもなります。会員の皆様のお力をお借り
し、愛臨技事業はもとより中部圏支部学会の準備も進めて行きますので、皆
様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

公益社団法人愛知県臨床検査技師会　会長　藤田　孝



本会では、幅広い人材を育成する目的で臨床検査（医療）に関する海外活動への参加に対して、助成金
を交付する事業を令和2年度より展開しています。下記の要項にて、本会会員3名を募集し活動を支援
させていただきますので、海外での活動に興味のある方は奮ってご応募ください。未経験者を歓迎し、
学術部門で英語抄録・スライド作成等のサポートもさせていただきます。

なお、助成を受けた会員には、所定の報告書を提出していただき、本会主催の学会・研修会、もしく
は相応の学術集会にて活動報告発表および、らぼニュースへの記事掲載等もお願いさせていただきます
ことをご承知おきください。

記

１．募集人数：3名（多数の場合は本会理事会にて規程に則って選出します。）
２．応募資格：50歳未満の本会会員であること。
３．対象期間：令和5年4月から令和6年3月開催の海外学会を対象。（Web 開催も可能）
４．助成金額：助成対象者1名につき5万円を支給。
５．申込事項：当会ホームページより「国際交流事業費等助成金交付申請」をダウンロード

して、所定事項を記入し送付してください。
６．申込期間：令和5年4月1日から7月31日（必着）
７．申 込 先：（公社）愛知県臨床検査技師会事務所

E-mail：aamt@aichi-amt.or.jp 
FAX：052-586-5680

８．問合せ先：学術部長 神野洋彰
春日井市民病院　臨床検査技術室　電話：0568-57-0068

９．当否報告：8月頃、本人宛に通知致します。

※「公益社団法人愛知県臨床検査技師会 国際交流事業費等助成交付規程」をご確認ください。

以上

公益社団法人愛知県臨床検査技師会
国際交流事業費等助成金のお知らせ

公益社団法人愛知県臨床検査技師会
会　長　藤田　孝
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地 区 だ よ り

愛知医科大学メディカルセン
ターは、2021年の4月に医療法人
愛整会北斗病院を事業継承し、高
度急性期を担う愛知医科大学病院

（長久手市）の分院として開設しま
した。

当院は、岡崎市や豊田市などの
近隣地域を守り共に生きる中核病
院として、社会の信頼に応えうる
医療機関、人間性豊かな医療人を
育成できる教育機関を理念とし、
患者本位の医療を目指していま
す。

事業継承時の診療科は整形外科
中心でしたが、現在は内科（消化器、循環器、呼吸器、神経、腎臓、糖尿病）、整形外科、リハビリテーショ
ン科、皮膚科、泌尿器科、外科（脳神経、形成、疼痛緩和）、コロナ後遺症外来と様々な疾患に対応可能な診
療体制となっています。

許可病床数は270床（一部休床中）で、一般病棟、回復期病棟、療養病棟で構成されるため、社会復帰のた
めの集中的なリハビリの提供や、長期的な医療ケアを常時必要とする患者のサポートも行うなど、高度急性
期医療の本院とは違った雰囲気です。業務の効率化や設備環境整備等の改善に日々取り組む中、検査室は昨
年12月に正面玄関横という好エリアへ引越しリニューアルしました。新検査室では、採尿室、採血室、生
理検査室の充実と様々なシステム導入を行い、患者に優しい検査室へと生まれ変わりました。

また2023年度より今まで月曜日と水曜日のみの二次救急受け入れ体制が、365日体制へと変わりました。
夜間・休日も安心して受診していただける様、受付から診察までの流れやスタッフの勤務体制の見直し等を
引き続き行っています。

当院の周辺には、今年の NHK 大河ドラマ「どうする家康」にも登場した大樹寺をはじめとする徳川家、松
平家にゆかりのある史跡が多く存在します。当
地区を知っていただく意味でも会員の皆様には
大河ドラマを是非観ていただければと思いま
す。また、学問の守り神として地元では有名な
岩津天満宮が当地区にあります。当院は、名古
屋の熱田神宮と豊川の砥鹿神社を結ぶ直線状に
建立されている岩津天満宮、また大樹寺と岡崎
城を結ぶビスタラインにも近いなどパワース
ポットの恩恵（個人的には学芸上達）を受けやす
い環境ではないかと感じています。

西三河地区
愛知医科大学メディカルセンタ－　寺田　達夫

32023.4



専門教科：20点
日　　時：5月13日㈯　15：00～17：30
場　　所：リップルスクエア

（アーバンネット名古屋ビル 20F）
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

4月15日㈯～5月6日㈯
※システム上では分野が『血液』で登録されています。検

索の際はご注意ください。
定　　員：30名
参加費用：なし
テ ー マ：血尿・貧血からわかる希少疾患
講　　師：
１．血尿からせまる疾患とアプローチ

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　野村　勇介
２．貧血からせまる疾患とアプローチ

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　入谷　康太
３．血尿、貧血から見つかる希少疾患～PNH、aHUS～

アレクシオンファーマ　日高　　亮
司　　会：藤田医科大学病院　長嶌　和子

藤田医科大学病院　佐藤　聖子
内　　容：日常よく遭遇する血尿、および貧血データに

は、思いもよらない疾患が隠れていることがあります。
講演1、2では教科書からだけでは知りえないデータ
の見方を参加者の皆様と一緒に考えていきたいと思い
ます。また、講演3では希少疾患である PNH、aHUS
に焦点を当て、最初にデータを確認する検査技師が疾
患に対する理解を深められるような講演をしていただ
きます。

皆様のご参加をお待ちしています。
注意事項：※「現地開催」と「ライブ配信」の申し込み間違

いにはご注意ください。新型コロナ感染拡大等の影響
により開催方法及び開催内容が変更となる場合もあり
ます。ご了承ください。

専門教科：20点（レポート提出者に限る）
日　　時：5月13日㈯　15：00～17：30
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

4月15日㈯～5月6日㈯
※システム上では分野が『血液』で登録されています。検

索の際はご注意ください。
視聴方法は後日メールにて配信
定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：5月13日㈯　当日締切

配信方法：ライブ配信
テ ー マ：血尿・貧血からわかる希少疾患
講師・内容・司会

血液検査・一般検査研究班合同（現地開催）をご参照く
ださい。
注意事項：※「現地開催」と「ライブ配信」の申し込み間違

いにはご注意ください。

専門教科：20点
日　　時：5月20日㈯　15：00～17：00
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

4月7日㈮～5月15日㈪
定　　員：60名
参加費用：なし
場　　所：リップルスクエア

（アーバンネット名古屋ビル 20F）
テ ー マ：術中迅速凍結標本作製
講　　師：
１．「凍結標本の基礎知識と

アンケートからわかった施設間の違い」
碧南市民病院　加藤　皓大

２．「凍結標本作製におけるアーチファクトとその対策」
豊橋市民病院　宮野　拓也

３．「免疫染色の WSI を用いた評価と
デジタルパソロジーシステムについて」

ロシュ ･ ダイアグノスティックス株式会社　吉田　伶奈
司　　会：小牧市民病院　藤田　智洋
内　　容：凍結標本作製で困っていることはないです

か？他施設の状況、標本作製の工夫など動画を交えて
解説します。また、標本の保管 ･ 管理など今後のデジ
タルパソロジーシステムの利用についても解説してい
ただきます。皆様のご参加をお待ちしております。

専門教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：5月20日㈯～6月2日㈮
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

4月21日㈮～5月12日㈮
※視聴方法は後日メールにて配信

定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：6月2日㈮　締切
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：心臓超音波の基礎『ポイントをおさえよう』
講　　師：

血液検査・一般検査研究班合同（現地開催）

血液検査・一般検査研究班合同（ライブ配信）

病理細胞検査研究班

生理検査研究班

研 究 会
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１．基本断面の描出ポイント� 総合大雄会病院　水内　早紀
２．断層法での基本計測のポイント

名古屋掖済会病院　花井甲太郎
３．ドプラ法での基本計測のポイント

JA 愛知厚生連江南厚生病院　小島　光司
４．壁運動評価のポイント

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　海老名祐佳
５．右心機能評価のポイント

JA 愛知厚生連安城更生病院　犬塚　　斉
６．拡張能評価のポイント� 藤田医科大学病院　中村　和広

７．プラスα断面のポイント� 小牧市民病院　岸　久美子
司　　会：小牧市民病院　岸　久美子
内　　容：これから心臓超音波検査をはじめる方、はじ

めて間もない方を対象とした、昨年度開催の基礎講座
座学となります。多くの方に知識の共有ができればと
思い企画しました。ご参加をお待ちしております。な
お賛助会員、学生の皆様は（aichi.seiri@gmail.com）
へ直接参加希望の旨をご連絡ください。後日、視聴方
法についてご連絡いたします。

愛臨技HP　求人情報掲載
愛臨技 HP に臨床検査技師求人情報の掲

載を始めました。
掲載を希望される会員は、愛臨技 HP 会

員サイト内「各種手続き」、「求人掲載依頼」
画面にて必要事項を入力、求人票登録をお
願いいたします。

なお、求人掲載は施設会員のみとします
が、求人情報は会員以外でも閲覧可能です。

詳細は愛臨技 HP にてご確認ください。

メールアドレス登録と受信設定のお願い
毎月会報『らぼニュース』Web 版発行のお知らせを日臨技会員

システムに登録されたアドレス宛にメール配信しています。その
他、重要な情報提供、お知らせなどもメール配信させていただき
ます。会員の皆様には登録メールアドレスの確認と、変更があり
ましたら日臨技会員専用ページにて変更手続きをお願いします。
また、迷惑メール防止の受信設定をされている方は、下記のメー
ルアドレスからの受信ができるよう、設定をお願いします。ご理
解とご協力をいただけますようお願い申し上げます。

jamt_pref23@sys.jamt.or.jp

52023.4



会員の業績紹介の一つの方法として、らぼニュースにて論文、書籍執筆（分担執筆
を含む）などの紹介掲載を受け付けます。自薦・他薦は問いません。

掲載を希望される方は愛臨技 HP【会員サイト】（各種手続き）に申請書、手続き方法
を掲載してありますのでご覧いただき、お申し込みください。

会員執筆物の紹介原稿募集します！

AiCCLS
愛知県臨床検査

標準化協議会

通 信
（第87回）

愛知県臨床検査標準化協議会（Aichi Committee for Clinical 
Laboratory Standardization：AiCCLS）は、愛知県下の医療施設
への臨床検査標準化の啓発活動を軸とした質の高い検査結果の共有
維持を目的として、活動しています。

今回は、新しく発刊された刊行物、リーフレット「病理検体とホルマ
リンの取り扱いについて」ご紹介いたします。

ホルマリンについて、固定前や固定時の注意点、取り扱い方法など
写真や表を用いて、とても見やすくまとめられていますので、是非ご
活用ください。

詳しい内容、購入方法については、愛知県臨床検査技師会 HP の、
臨床検査標準化情報でご覧ください。

� （AiCCLS：愛知県臨床検査標準化協議会）

愛臨技HP

6 Labo NEWS  No.493


